
●補助金の概要

●補助金の目的等

●交付実績

総　　合　　評　　価

(上記方向性を選択した理由等)

一 般 財 源

●今後の方向性

方 向 性

決 算 額

国 支 出 金

県 支 出 金

そ の 他

補助率、補助基準等

項 目 令和４年度（決算） 令和５年度（決算）

交 付 件 数

令和３年度（決算）

補 助 内 容 等

補 助 金 の 名 称

補 助 対 象 者

補 助 開 始 年 度

国 ・ 県 補 助 状 況

性 質 分 類

対 象 者 ・ 団 体 等 が

補助金で行う活動内容

補 助 目 的 及 び 効 果

根 拠 規 定 等 名 称

（条例、規則、要綱）

補助金現況調書

担当課室

（単位：千円）

水産課

銚子市漁業共済掛金補助金

⑤その他事業費補助

銚子市漁業協同組合

昭和58年度

④市単独補助

銚子市漁業共済掛金補助金交付要綱

千葉県漁連共済組合が行う漁業共済事業に係る共済契約を締結した中小漁業者の負担
する共済掛金の一部を軽減し、漁業共済への加入促進を行う。

漁業共済に加入する中小漁業者の負担を軽減するために掛金について補助し、もって
中小漁業者の経営安定及び加入促進を図る。

漁業共済掛金から国・県・日韓補助控除後の経費

漁業共済掛金から国・県・日韓補助控除後の補助対象経費×5％

1件 1件 1件

4,349

6,333 5,225 4,349

現状維持

銚子漁協と補助率削減を協議し激変緩和措置として、令和元年度から毎会計年度
1%づつ逓減し、令和5年度は補助率を5％としたもので、漁業共済加入の中小漁業
者の負担軽減を目的とするため令和5年度以降は補助率を5％で維持し、事業を継
続する。

6,333 5,225
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●補助金の概要

●補助金の目的等

●交付実績

総　　合　　評　　価

(上記方向性を選択した理由等)

一 般 財 源

●今後の方向性

方 向 性

決 算 額

国 支 出 金

県 支 出 金

そ の 他

補助率、補助基準等

項 目 令和４年度（決算） 令和５年度（決算）

交 付 件 数

令和３年度（決算）

補 助 内 容 等

補 助 金 の 名 称

補 助 対 象 者

補 助 開 始 年 度

国 ・ 県 補 助 状 況

性 質 分 類

対 象 者 ・ 団 体 等 が

補助金で行う活動内容

補 助 目 的 及 び 効 果

根 拠 規 定 等 名 称

（条例、規則、要綱）

補助金現況調書

担当課室

（単位：千円）

水産課

千葉県拠点漁港機能強化事業費補助金

②建設事業費補助

銚子市漁業協同組合

令和元年度

①国・県協調補助

千葉県拠点漁港機能強化事業費補助金交付要綱、銚子市拠点漁港機能強化事業費補助
金交付要綱

銚子市漁業協同組合の管理する第3卸売市場を高度衛生管理型市場へ建て替える。

拠点漁港において水産物の衛生管理に対応した荷さばき所を整備することにより、市
場機能の強化を推進し、当該漁港の衛生管理の向上を図る。

銚子市漁業協同組合の第3卸売市場の高度衛生管理型市場への建て替えに係る解体・
建築工事費

補助対象経費の1/10 

0件 1件 2件

187,460

30,645 187,460

現状維持

地元市町村から補助対象経費の10％補助を要する補助事業であり、その補助金は県
費補助金を特定財源とするもの。令和元年度から令和6年度までの継続事業として実
施され、令和5年度は前年度から繰り越された事業（令和4年度繰越明許費140,880千
円）及び令和5年度事業（事業費46,580千円）を継続して実施した。

0 30,645
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●補助金の概要

●補助金の目的等

●交付実績

総　　合　　評　　価

(上記方向性を選択した理由等)

一 般 財 源

●今後の方向性

方 向 性

決 算 額

国 支 出 金

県 支 出 金

そ の 他

補助率、補助基準等

項 目 令和４年度（決算） 令和５年度（決算）

交 付 件 数

令和３年度（決算）

補 助 内 容 等

補 助 金 の 名 称

補 助 対 象 者

補 助 開 始 年 度

国 ・ 県 補 助 状 況

性 質 分 類

対 象 者 ・ 団 体 等 が

補助金で行う活動内容

補 助 目 的 及 び 効 果

根 拠 規 定 等 名 称

（条例、規則、要綱）

補助金現況調書

担当課室

（単位：千円）

水産課

銚子市漁業振興等事業費補助金

⑤その他事業費補助

市内の漁業協同組合及びこれに準ずる漁業関係団体

令和4年度

④市単独補助

銚子市漁業振興等事業費補助金等交付要綱

漁業と洋上風力発電事業の協調・共生・振興の取組事業（漁業との協調・共生策を検
討するための漁場実態調査、魚礁設置等の漁場形成策、漁船保険・燃油等の漁業者支
援等）

当事者である漁業協同組合等が行う漁業と洋上風力発電事業の協調・共生・振興の取
組事業に補助を行い事業を促進することにより、効果的な洋上風力との協調・共生策
及び漁業振興策を図る。

漁業と洋上風力発電事業の協調・共生・振興の取組事業

交付対象事業の事業費の10/10以内

― 5件 5件

278,706

323,945 278,706

現状維持

銚子市漁業振興基金を活用し、漁業と洋上風力発電事業の協調・共生・振興の取組事
業を促進するため、引き続き補助を行っていく。

― 323,945
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●補助金の概要

●補助金の目的等

●交付実績

総　　合　　評　　価

(上記方向性を選択した理由等)

一 般 財 源

●今後の方向性

方 向 性

決 算 額

国 支 出 金

県 支 出 金

そ の 他

補助率、補助基準等

項 目 令和４年度（決算） 令和５年度（決算）

交 付 件 数

令和３年度（決算）

補 助 内 容 等

補 助 金 の 名 称

補 助 対 象 者

補 助 開 始 年 度

国 ・ 県 補 助 状 況

性 質 分 類

対 象 者 ・ 団 体 等 が

補助金で行う活動内容

補 助 目 的 及 び 効 果

根 拠 規 定 等 名 称

（条例、規則、要綱）

補助金現況調書

担当課室

（単位：千円）

水産課

栽培漁業振興総合対策事業補助金

③奨励事業費補助

中利根漁業協同組合

不明

①国・県協調補助

千葉県栽培漁業振興総合対策事業補助金交付要綱、銚子市栽培漁業振興総合対策事業
補助金交付要綱

利根川の共同漁業権漁場に淡水魚（フナ・ウナギ）を放流

利根川の共同漁業権漁場に淡水魚（フナ・ウナギ）を放流し、資源の維持・生産増大
を図る。

放流に係る種苗（フナ・ウナギ）購入代

補助対象経費の1/3以内

1件 1件 1件

33

29 29 33

現状維持

利根川内水面漁業のうち第5種共同漁業権は水産動植物の増殖義務があり、今後も漁
業権を持つ内水面漁業協同組合に義務が課せられることから、負担軽減を目的として
補助を継続していく。

29 29
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●補助金の概要

●補助金の目的等

●交付実績

総　　合　　評　　価

(上記方向性を選択した理由等)

一 般 財 源

●今後の方向性

方 向 性

決 算 額

国 支 出 金

県 支 出 金

そ の 他

補助率、補助基準等

項 目 令和４年度（決算） 令和５年度（決算）

交 付 件 数

令和３年度（決算）

補 助 内 容 等

補 助 金 の 名 称

補 助 対 象 者

補 助 開 始 年 度

国 ・ 県 補 助 状 況

性 質 分 類

対 象 者 ・ 団 体 等 が

補助金で行う活動内容

補 助 目 的 及 び 効 果

根 拠 規 定 等 名 称

（条例、規則、要綱）

補助金現況調書

担当課室

（単位：千円）

水産課

銚子市漁業近代化資金利子補給金

⑥利子補給・信用保証料補助

漁業者等

昭和44年度

④市単独補助

銚子市漁業近代化資金利子補給条例、銚子市漁業近代化資金利子補給条例施行規則

漁船の改造・建造・取得に必要な資金及び施設整備（改良・造成・取得など）に必要
な資金を借り入れ整備を行う。

漁船漁業の近代化及び水産加工業者の水産物処理施設取得などの近代化資金の融資に
対し利子補給を行い、漁業者の金利負担を軽減することにより水産業の振興を図る。

漁船建造や水産加工施設設備投資などの資金の借入金に対する利子補給（千葉県漁業
近代化資金利子補給に対する上乗せ補助）

県の基準金利1.95％～2.45％に対する市の利子補給率　年0.50％～年1.50％以内

38件 22件 15件

1,030

1,030

607 234

現状維持

市内漁業者及び水産業者の金融機関などからの借入金に対し利子補給を行い、金利負
担を軽減することにより経営の安定化を図り、もって水産業の振興に寄与するため、
金融機関へ事前に借入希望に係る聞き取りを行い事業を推進する。

607 234
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●補助金の概要

●補助金の目的等

●交付実績

総　　合　　評　　価

(上記方向性を選択した理由等)

一 般 財 源

●今後の方向性

方 向 性

決 算 額

国 支 出 金

県 支 出 金

そ の 他

補助率、補助基準等

項 目 令和４年度（決算） 令和５年度（決算）

交 付 件 数

令和３年度（決算）

補 助 内 容 等

補 助 金 の 名 称

補 助 対 象 者

補 助 開 始 年 度

国 ・ 県 補 助 状 況

性 質 分 類

対 象 者 ・ 団 体 等 が

補助金で行う活動内容

補 助 目 的 及 び 効 果

根 拠 規 定 等 名 称

（条例、規則、要綱）

補助金現況調書

担当課室

（単位：千円）

水産課

銚子市水産振興事業費補助金（銚子港水産まつり）

④イベント事業費補助

銚子市漁業協同組合

昭和34年度

④市単独補助

銚子市水産振興事業費補助金交付要綱

銚子市に水揚げされる魚や水産加工品を市内外の消費者にPRし販路拡大などの水産
振興を図る。

銚子市の水産業の振興を図るため、水産業協同組合及びこれに準ずる水産関係団体へ補助
金を交付し、魚食普及や水産物消費拡大を図り、魚価の向上や販路の拡大につなげる。
令和元年度から市主催のイベントが銚子市漁業協同組合主催となり、水産関係団体が自主
的に魚食普及や水産物消費拡大を図り、魚価の向上や販路の拡大に取組む形となった。

銚子港水産まつり経費から売上金を除く実質自己負担額（会場運営費、消耗品費、雑
費）　

補助対象経費の1/3（上限1,000,000円）

ー ー 1件

1,000

1,000

現状維持

平成30年度までは、産業まつりを市主催で行っており、負担金を支出している。
銚子市漁業協同組合と協議の結果、令和元年度から銚子市水産振興事業費補助金を活用
し、「銚子港水産まつり」を漁協主催で行い、銚子市は補助金を交付することとした。
（令和2年度～令和4年度はオンラインでの新型コロナウイルス感染症対策事業を行った。）
今後も水産物販路拡大や魚価向上を目的として事業を継続していく。

ー ー
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●補助金の概要

●補助金の目的等

●交付実績

総　　合　　評　　価

(上記方向性を選択した理由等)

一 般 財 源

●今後の方向性

方 向 性

決 算 額

国 支 出 金

県 支 出 金

そ の 他

補助率、補助基準等

項 目 令和４年度（決算） 令和５年度（決算）

交 付 件 数

令和３年度（決算）

補 助 内 容 等

補 助 金 の 名 称

補 助 対 象 者

補 助 開 始 年 度

国 ・ 県 補 助 状 況

性 質 分 類

対 象 者 ・ 団 体 等 が

補助金で行う活動内容

補 助 目 的 及 び 効 果

根 拠 規 定 等 名 称

（条例、規則、要綱）

補助金現況調書

担当課室

（単位：千円）

水産課

銚子市漁業振興等事業費交付金

⑤その他事業費補助

銚子市漁業協同組合

令和4年度

④市単独補助

銚子市漁業振興等事業費補助金等交付要綱

漁業と洋上風力発電事業の協調・共生・振興の取組事業（漁船保険・燃油等の漁業者
支援事業）

当事者である漁業協同組合等が行う漁業と洋上風力発電事業の協調・共生・振興の取
組事業に補助を行い事業を促進することにより、効果的な洋上風力との協調・共生策
及び漁業振興策を図る。

漁業と洋上風力発電事業の協調・共生・振興の取組事業（漁船保険・燃油等の漁業者
支援事業）に係る事務費

漁船保険・燃油等の漁業者支援事業費の2％

ー 1件 1件

2,857

3,110 2,857

現状維持

銚子市漁業振興基金を活用し、漁業と洋上風力発電事業の協調・共生・振興の取組事
業を促進するため、引き続き補助を行っていく。

ー 3,110
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